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今
年
度
の
学
生
の
進
路

状
況
に
つ
い
て
。

渡
邉　

今
年
度
の
進
路
状
況

は
、引
き
続
き
学
生
優
位
の「
売

り
手
市
場
」が
継
続
し
て
い
る
。

特
に
技
術
者
不
足
や
本
学
の
技

術
教
育
に
対
す
る
信
頼
を
背
景

に
、
求
人
企
業
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
年
間
で
１
万
３
０
０

０
社
に
上
る
。
学
生
１
人
当
た

り
の
平
均
オ
フ
ァ
ー
件
数
は
20

製
造
業
・
通
信
業
に
お
い
て
人

材
需
要
が
特
に
高
く
、
建
築
・

デ
ザ
イ
ン
分
野
で
は
ス
キ
ル
や

適
性
を
重
視
し
た
選
考
が
行
わ

れ
て
い
る
。
地
域
別
で
は
、
東

北
地
方
を
中
心
に
半
導
体
関
連

の
求
人
が
伸
長
し
て
お
り
、
県

内
に
お
い
て
も
需
要
は
顕
著

だ
。
今
後
は
、
求
人
件
数
の
多

さ
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

長
期
的
に
活
躍
で
き
る
就
職
を

や
生
活
の
変
化
を
見
据
え
た
教

育
・
研
究
活
動
を
推
進
し
て
い

る
。
分
野
横
断
的
な
学
び
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
重
視

し
、環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
産
学
官
連
携
の

強
化
な
ど
を
通
じ
、
知
の
融
合

も
図
る
。
今
後
も
社
会
の
急
速

な
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
大
学

の
本
質
的
価
値
を
見
失
う
こ
と

な
く
、「
ひ
ろ
く
学
び
、
知
を

社
前
後
と
高
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

　

一
方
、
早
期
離
職
の
事
例
が

一
般
に
増
加
し
て
お
り
、
学
生

の
適
性
や
志
向
に
応
じ
た
進
路

支
援
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。
本
学
で
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

防
止
に
向
け
た
支
援
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

─
─　

業
種
別
の
傾
向
は
。

渡
邉　

業
種
別
で
は
、建
設
業
・

技
術
検
定
の
手
数
料
も
引
き
上
げ

多
分
野
の
連
携
視
野
に
人
材
育
成

多
分
野
の
連
携
視
野
に
人
材
育
成

―　
技
術
者
不
足
で
の
大
学
の
役
割

渡
邉
学
長
と
石
井
副
学
長
に
聞
く

東北工業大学

深
刻
な
技
術
者
不
足
を
背
景
に
、
学
生
優
位
の
「
売
り
手
市
場
」
が
続
く
就
職
戦

線
。
東
北
工
業
大
学
で
は
建
築
や
通
信
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
高
水
準
の
就
職
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
早
期
離
職
や
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
い
っ
た
課
題
も
浮
上
し

て
い
る
。
進
学
や
研
究
面
で
の
成
果
も
見
ら
れ
る
建
築
学
科
を
は
じ
め
、
地
域
・
社

会
に
根
差
し
た
多
様
な
進
路
が
展
開
さ
れ
る
今
、
渡
邉
浩
文
学
長
に
大
学
全
体
の
就

職
状
況
や
展
望
、
石
井
敏
副
学
長
に
建
築
学
科
の
就
職
状
況
や
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
聞
い
た
。

―
―　

建
築
学
部
の
就
職
状
況

は
。

石
井　

建
築
系
の
就
職
状
況
は

は
、
就
職
希
望
者
の
ほ
ぼ
全
員

が
建
設
会
社
や
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
、
設
備
会
社
、
設
計
事
務

所
、
公
務
員
、
Ｊ
Ｒ
・
電
力
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
系
企

業
へ
と
進
ん
で
い
る
。
勤
務
地

は
宮
城
県
内
が
46
㌫
と
最
も
多

く
、
首
都
圏
（
東
京
・
埼
玉
・

神
奈
川
・
千
葉
）
が
35
㌫
を
占

め
て
い
る
。
企
業
の
本
社
所
在

地
で
は
東
京
が
43
㌫
、
東
北
が

33
㌫
（
う
ち
宮
城
県
17
㌫
）、

大
阪
が
13
㌫
と
分
布
し
て
い

る
。
業
種
別
で
は
建
設
関
連
が

37
㌫
、
住
宅
関
連
が
27
㌫
、
設

備
７
㌫
、
設
計
４
㌫
、
不
動
産

４
㌫
、
公
務
員
３
㌫
な
ど
多
様

な
進
路
が
見
ら
れ
る
。

―
―　

大
学
院
へ
の
進
学
状
況

は
。

石
井　

近
年
、
大
学
院
進
学
者

が
増
加
し
て
お
り
、
１
４
２
人

の
う
ち
約
15
㌫
が
進
学
を
選
択

し
た
。
24
年
度
に
は
建
築
学
専

攻
は
工
学
研
究
科
か
ら
「
建
築

学
研
究
科
」
に
独
立
し
、「
修

士
（
工
学
）」
ま
た
は
「
修
士
（
建

築
学
）」
の
学
位
が
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
25
年
度
は
初
め

て
「
修
士
（
建
築
学
）」
の
学

位
授
与
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

博
士
課
程
へ
の
進
学
者
も
４
人

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
２
年
生
あ
た
り
か
ら
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
な

が
ら
、
自
分
の
志
向
に
合
っ
た

企
業
を
主
体
的
に
選
ぶ
学
生
が

増
え
て
い
る
。

―
―　

大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
井　

本
学
は
「
未
来
の
エ
ス

キ
ー
ス
を
描
く
。」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、「
選
ば
れ

る
大
学
」
を
目
指
し
て
一
昨
年

度
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動

を
開
始
し
た
。
教
職
員
と
学
生

が
一
体
と
な
り
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
も
強
い
意
志
を

も
っ
て
挑
戦
を
続
け
る
姿
勢
の

社
会
へ
の
発
信
を
目
指
し
て
い

わたなべ・ひろのり
東北工業大学学長、大学院建築学研
究科教授。仙台市経営戦略会議委員、
日本私立大学協会地方創生部会委
員。仙台市総合計画審議会、仙台市
環境審議会、仙台市杜の都の環境を
つくる審議会等で委員を務めた。

目
指
し
、
企
業
と
学
生

双
方
に
と
っ
て
満
足
度

の
高
い
マ
ッ
チ
ン
グ
を

重
視
し
た
進
路
支
援
を

展
開
し
て
い
く
方
針
だ
。

─
─　

大
学
の
方
向
性

は
。

渡
邉　

本
学
は
「
未
来

の
く
ら
し
の
エ
ス
キ
ー

ス
を
描
く
」
こ
と
を
存

在
意
義
と
し
て
、
社
会

つ
な
ぐ
大
学
」
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
構
え
だ
。

─
─　

今
後
の
展
望
は
。

渡
邉　

わ
れ
わ
れ
は
サ
イ
バ
ー

空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
高

度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中

心
の
社
会
で
あ
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
に
対
応
し
た

教
育
体
制
の
整
備
に
注
力
し
、

通
信
技
術
と
都
市
・
建
築
分
野

な
ど
、
多
分
野
の
連
携
を
視
野

に
入
れ
た
人
材
育
成
を
進
め
て

い
る
。
学
生
に
対
し
専
門
分
野

に
加
え
て
幅
広
い
視
野
と
柔
軟

性
を
求
め
て
お
り
、「
専
門
＋

α
」
の
能
力
を
備
え
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
Ｄ
Ｘ
推
進
の
担
い
手
と
し

て
、
建
築
や
都
市
工
学
な
ど
の

分
野
に
お
い
て
も
社
会
貢
献
が

可
能
な
人
材
の
輩
出
を
図
っ
て

い
く
方
針
だ
。

地
域
社
会
に
不
可
欠
な
大
学
へ

非
常
に
良
好
で
学
部
卒
業
生
１

４
２
人
の
う
ち
、
現
時
点
で
確

認
で
き
た
１
２
４
人
に
つ
い
て

いしい・さとし
東北工業大学教授、副学長・建築学
部長。専門は建築計画。仙台市福祉整
備審議会委員長ほか自治体や省庁の
各種委員、宮城県ほかでの各種設計
プロポーザル審査の委員長を務める。

お
り
、
研
究
面
で
も
着
実
に

成
果
が
出
て
い
る
。
高
度
な

技
術
者
養
成
と
い
う
視
点
か

ら
、
さ
ら
に
大
学
院
進
学
者

は
増
や
し
た
い
。

―
―　

学
生
の
就
職
観
に
変

化
は
。

石
井　

給
与
や
待
遇
面
、
勤

務
地
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の

適
性
に
合
っ
て
い
る
か
や
企

業
で「
何
が
で
き
る
か
」「
ど

の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
る
か
」
と
い
っ
た
視
点

る
。
３
月
学
内
で
開
催
さ
れ
た

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動

の
一
年
の
総
括
を
行
う
と
と
も

に
学
生
の
実
践
発
表
も
行
っ

た
。
特
に
、
異
分
野
連
携
や
留

学
・
研
究
に
挑
戦
し
た
学
生
の

成
長
ス
ト
ー
リ
ー
が
多
く
の
教

職
員
に
感
銘
を
与
え
た
。
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
で
、
本
学
の
存
在
意
義
や

提
供
価
値
、
人
材
育
成
と
社
会

的
役
割
に
つ
い
て
再
確
認
し
、

東
北
の
地
域
社
会
に
不
可
欠
な

大
学
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
。
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